
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：いわき市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：いわき市 

 

 

 ３ 調査圏域：いわき市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度～令和３年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市における「総合都市交通体系調査」は、これまで「都市交通マスタープラ

ン」や「生活交通ビジョン」、「都市計画道路網再編計画」の策定等の基礎デー

タとして利用されてきた。 

しかし、当該調査は平成元年のパーソントリップ(PT)調査をベースに平成 12

～13 年度のサンプル調査により検討されたものであり、その後、これまでの基盤

整備の進捗及び東日本大震災によるネットワークの変化、急速な人口減少や超高

齢社会の到来、厳しい財政状況、新技術の進展など、本市を取り巻く環境は大き

く変化しているため、調査結果と現状には大きな乖離が生じている。 

本業務は、第二次都市交通マスタープラン等の策定に必要な基礎データを構築

し、本市都市圏における現況交通を把握するため、交通実態調査（PT 型調査、路

線バス乗降調査等）を実施し、ポイント型流動人口データ等のビッグデータを活

用した現況分析を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：いわき市総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

  1. 業務概要 

1.1. 業務目的 

1.2. 業務概要 

1.3. 対象地域 

1.4. 業務項目 

1.5. 業務フロー 

2. 上位計画等の整理 

2.1. 上位・関連計画の整理 

2.2. 各計画の実現に向けた交通・公共交通の役割 

3. 交通実態調査 

3.1. 路線バス乗降調査 

3.2. パーソントリップ型調査 

3.3. 民間施設における輸送サービスの調査 

4. 都市交通の現況分析 

4.1. ビッグデータの検討及び購入 

4.2. 調査データの拡大 

4.3. 現況分析 

4.4. 都市交通の目標検討 

5. 地域公共交通計画の基本方針の検討 

5.1. 生活交通ビジョン策定以降の施策の進捗状況の整理 

5.2. 基本方針の検討 

6. 幹事会運営支援 

6.1. 第 1 回 道路交通検討幹事会 

6.2. 第 1 回 公共交通検討幹事会 

7. いわき都市圏総合都市交通推進協議会における協議 

7.1. 第 1 回いわき都市圏総合都市交通推進協議会 

7.2. 第 2 回いわき都市圏総合都市交通推進協議会 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４ 委員会名簿等： 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市における「総合都市交通体系調査」は、これまで「都市交通マスタープラ

ン」や「生活交通ビジョン」、「都市計画道路網再編計画」の策定等の基礎デー

タとして利用されてきた。 

しかし、当該調査は平成元年のパーソントリップ(PT)調査をベースに平成 12

～13 年度のサンプル調査により検討されたものであり、その後、これまでの基盤

整備の進捗及び東日本大震災によるネットワークの変化、急速な人口減少や超高

齢社会の到来、厳しい財政状況、新技術の進展など、本市を取り巻く環境は大き

く変化しているため、調査結果と現状には大きな乖離が生じている。 

また、令和元年 10 月には第二次いわき市都市計画マスタープランといわき市

立地適正化計画を策定し、新たな将来都市像となるネットワーク型コンパクトシ

ティの形成を推進することとしており、将来都市像を交通面から支える新たな都

市交通の姿を示すとともに、効率的・重点的で実効性のある都市交通計画が必要

となっている。 

 本業務ではこれら社会情勢等の変化や将来都市像などを踏まえ、第二次都市交

通マスタープラン等の策定に必要な基礎データを構築するとともに、本市都市圏

における現況交通を把握するため、交通実態調査（PT 型調査、路線バス乗降調査

等）を実施し、ポイント型流動人口データ等のビッグデータを活用した現況分析

を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー 

 
 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

⑴ 交通実態調査の概要 

本市都市圏における現状の地域公共交通の問題点・課題、満足度及び改善ニ

ーズや今後の交通のあり方等、交通全般についての特性を総合的に把握するた

め、パーソントリップ型調査、路線バス乗降調査、民間施設における輸送サー

ビス調査を行った。 

ア パーソントリップ型調査の概要 

調査対象 住民基本台帳データを基に 13 行政区、年齢の割合から必要なサンプル

数を整理し、無作為抽出する。 

配布票数 5,000 票 

調査方法 郵送配布・回収 

調査時期 令和 2 年 11 月 10 日発送、12 月 10 日〆切 

調査項目 ※「パーソントリップ調査」の基本項目に概ね準じて作成。 

【世帯票】 

〇属性（住まい、世帯構成、職業、車・二輪車の保有状況等） 

〇移動状況（就業・就学者のそれぞれの移動先等） 

【個人票】 

 〇１日のトリップ状況 

  （出発地、目的地、発着施設・時刻、移動目的、利用交通手段と移

動時間等） 

 〇公共交通に対する満足度・利用条件 

  （鉄道、路線バス、タクシーに関する項目別満足度等） 

 〇いわき市の都市交通の目標に関する意向 

 

イ 路線バス乗降調査の概要 

調査対象 輸送量が一定以上あり、地域の幹線としての役割があると考えられる

系統など 24 系統の路線バス利用者 

調査方法 調査員による直接配布・回収 

調査時期 令和 2 年 12 月 3、4、8、9 日  

調査項目 〇属性（性別、年齢、職業、免許の有無等） 

〇利用状況（乗降バス停（OD）、バスの利用目的、利用頻度等） 

 

ウ 民間施設における輸送サービス調査の概要 

調査対象 大規模小売店舗、高等学校、医療機関等 179 施設 

調査方法 郵送配布・回収 

調査時期 令和 2 年 11 月 10 日～12 月 10 日 

調査項目 ○送迎サービスの内容（運行状況（車両、頻度、路線）、利用状況（人

数、頻度）） 

〇今後の展開予定（展開意向（維持、縮小・拡大、中止等）、保有する

送迎車両の活用意向） 

 

 

 



⑵ 交通実態調査の結果 

交通実態調査の主な結果は次のとおりである。 

 

＜年齢と移動の手段及び目的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共交通に対する市民意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜公共交通等の現状＞ 

 

 

＜地域間移動の特徴＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑶ 現況分析 

ア ビッグデータの活用 

 交通に関連するビッグデータを、データの取得方法や特徴、属性などから整

理し、このうち、利用経路の把握が可能であり、分単位のデータ取得であるこ

とを踏まえ、ポイント型流動人口データを活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 現況分析の主な結果及び都市交通の特性・課題 

本市都市圏における実態把握や都市交通マスタープラン等立案の基礎資料

とするため、交通実態調査の結果やビッグデータ等を用いて、現況分析を行う。 

 分析は、人口推移や高齢化率、市街化の動向、市の財政状況、環境・エネル

ギーへの対応、地域の強靭化、市内の幹線道路網、各種施設の分布状況などの

観点から行う。 

現況分析の主な結果や及び分析結果から得られた都市交通の特性と課題は、

次の通りである。 

 

＜市内幹線道路の速度状況＞      ＜公共交通機関と人口密度との関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜都市交通の特性と課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑷ 都市交通の目標検討 

 上位・関連計画との整合性や都市交通の現状・特性と課題を踏まえ、次のように

都市交通の基本目標・基本方針を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑸ 公共交通ネットワーク方針（案）の検討 

 各公共交通機関の種類ごとに、配置、役割・機能を整理した上で、公共交通ネッ

トワーク方針（案）を次のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


